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テ
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今
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
人
口
減
少
の
進
行
や
、
個
人
の
生
活
様

式
の
多
様
化
に
よ
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
に
伴
い
、
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
や
役
員コミュニティまつり開会式

保育所児童の熱演

の
高
齢
化
が
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
「
地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決
を
す
る
。
」

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
作
る
。
」
と
い

う
高
い
理
念
を
持
っ
て
取
組
め
ば
、
よ
り
良
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
展
開
出
来
る
だ
ろ
う
。

去
る
、
十
月
二
十
二
日
(
日
)
多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
児
童
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
二
十
一
号
の
接
近
に
伴
い
暴
風

雨
の
中
で
の
実
施
と
な
り
大
変
で
し
た
が
、
し
か

し
、
出
演
者
、
実
行
委
員
の
皆
様
の
熱
気
あ
ふ
れ

る
対
応
に
よ
り
祭
り
は
盛
況
の
内
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
関
係
各
位
に
対
し
て
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
コ
ミ
セ
ン
活
動
に
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

冨井小学校秋季大運動会

金谷立岩神社秋祭り、奉納子供相撲大会

冨井地区八幡神社秋祭り

多家良中央コミュニティまつり(演芸大会)、児童館まつり

野上加茂神社秋祭り

犬飼五王神社秋祭り(農村舞台、阿波人形浄瑠璃公演)

八多町小倉八幡神社秋祭り

中津峰山如意輪寺 百味供養祭

成人式(南部中学地区 丈六コミュニティセンター)

金谷山方比古神社お的射、消防団出初式(アスティ)

多家良、八多両町合同防災訓練予定

冨井小学校卒業式
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10月22日(日)

11月2目(木)へ3日(金・祝)

11月3日(金・祝)

11月11日(土)へ12日(日)

11月23日(木・祝)

平成30年1月7日(日)

1月8目(月・祝)

2月中旬

3月中旬

多
家
良
中
央
公
民
館

館
長

芝
原

孝
昌

中
秋
の
名
月
も
過
ぎ
、
秋
祭
り
の
頃
と
な
り
ま

し
た
。
多
家
良
、
八
多
両
町
の
皆
様
に
は
日
頃
、

公
民
館
活
動
に
御
参
加
、
御
協
力
を
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
の
敬
老
会
に
入
会
さ
れ
た
七
十
才
の
方
は

両
町
合
わ
せ
て
四
十
名
余
、
倍
増
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
で
長
寿
は
大
切
な
テ
ー
マ
で
健
康
ウ
オ
ー

ク
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
体
操
な
ど
体
を
動
か
す
活

動
を
高
齢
化
に
対
応
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

少
子
化
対
応
と
し
て
、
少
な
い
子
供
た
ち
の
た
め

に
中
島
主
事
を
中
心
と
し
て
、
夏
休
み
科
学
教
室

な
ど
の
課
外
授
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

昨
年
来
、
多
家
良
地
域
の
町
造
り
の
大
き
な
問

題
と
し
て
、
徳
島
市
の
広
域
ご
み
処
理
施
設
が
多

家
良
町
隣
接
の
飯
谷
町
に
予
定
さ
れ
、
説
明
会
等

も
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。
水
、
大
気
に
及
ぼ
す
環

境
の
問
題
、
交
通
増
加
に
よ
る
生
活
環
境
の
問
題

な
ど
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
日
、
宇
宙
で

も
生
活
で
き
る
時
代
、
科
学
技
術
は
進
ん
で
お
り

ま
す
。
ご
み
も
有
用
な
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。
町
民
皆
様
で
深
く
検
討
し
、
次
世
代
の

た
め
、
よ
り
住
み
や
す
い
冨
井
小
学
校
区
(
飯
谷

町
、
多
家
良
町
、
八
多
町
)

の
町
民
の
叡
智
を
結

集
し
て
、
解
決
を
計
り
た
い
も
の
で
す
。
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八
多
町
協
議
会

会
長

服
部

徹
龍

日
頃
よ
り
協
議
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

恒
例
の
八
多
用
の
川
刈
り
に
は
一
部
不
参
加
の

地
区
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
高
齢
化
も
進
み
、
ま
し

て
夏
の
暑
さ
が
増
し
て
い
る
季
節
柄
、
検
討
の
余

地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

飯
谷
町
に
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
来
る
と
の
件
で
す

が
、
多
家
良
地
区
管
内
の
五
か
町
で
対
策
協
議
会

を
組
織
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
ゴ
ミ
処
理
最
新
施
設
の
視
察
、
十
一

月
二
十
二
日
に
も
あ
り
ま
す
。
総
論
賛
成
各
論
反

対
と
い
う
の
が
常
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
皆

さ
ま
、
お
一
人
お
一
人
の
価
値
観
等
を
大
切
に
対

応
し
て
い
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
掌

多
家
良
町
協
議
会

会
長

福
村

和
則

本
年
度
か
ら
協
議
会
長
を
さ
せ
て
頂
く
事
に
な

り
ま
し
た
。
で
き
る
限
り
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。多

家
良
町
に
お
け
る
短
期
的
、
ま
た
長
期
的
課

題
・
問
題
点
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
直
近
の
課
題
で
は
、
今
年
度

左
記
事
業
が
進
捗
し
て
い
ま
す
。

県
道
整
備
事
業
で
は
、
前
協
議
会
長
の
福
本
様

の
ご
努
力
に
よ
り
主
要
地
方
道
の
小
松
島
佐
那
河

内
線
(
3
 
3
号
線
)
に
お
け
る
野
上
橋
寄
り
、
岸
本

幼
稚
園
前
付
近
で
着
工
が
進
ん
で
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
県
道
新
浜
勝
浦
線
に
つ
な
が
っ
て
い
く
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
町
内
協
議
会
が
従
来

か
ら
設
置
し
て
き
た
防
犯
灯
は
現
在
三
十
か
所
ま

で
実
現
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
た
に
新
池

谷
南
組
地
区
に
設
置
と
な
り
、
ま
た
県
道
新
浜
勝

浦
線
(
響
百
線
の
う
ち
野
上
橋
̃
吉
田
橋
問
の
自

歩
道
)

に
設
置
で
き
る
見
込
み
と
承
り
ま
し
た
。

一
方
、
長
期
的
な
課
題
と
し
て
は
近
年
の
集
中

豪
雨
、
南
海
地
震
に
対
す
る
防
災
対
策
に
加
え
て
、

徳
島
市
、
小
松
島
市
、
勝
浦
町
、
石
井
町
、
松
茂

町
、
及
び
北
島
町
の
関
係
自
治
体
が
飯
谷
町
枇
杷

ノ
久
保
に
検
討
し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
建
設
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
ま
す
。

徳
島
市
域
か
ら
六
箇
所
の
候
補
地
が
抽
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
飯
谷
地
区
は
現
在
最
有
力
地
と

な
っ
て
い
る
と
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
家
良
町

に
隣
接
し
て
い
る
生
活
環
境
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
き
町
づ
く
り
に
と
っ
て

町
民
各
位
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、

中
立
的
な
観
点
か
ら
問
題
解
決
が
図
れ
る
よ
う
幅

広
い
議
論
が
必
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
協
議
会

と
し
て
も
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
説
明
会
、
見
学

会
等
も
町
民
各
位
に
案
内
し
て
い
ま
す
。
町
民
一

人
一
人
の
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
是
非
関
心
を

も
っ
て
ご
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

よ
り
良
き
多
家
良
町
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
は

皆
さ
ま
異
論
が
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
一
つ
一
つ
問
題
点
を
解
決
し
て
多
家

良
町
発
展
の
た
め
に
ご
意
見
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
井
小
学
校
P
丁
A

会
長

瀬
畑

俊
夫

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
小
学
校

の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
た
ち
冨
井
小
学
校
で
は
、
子
供
達
と
と
も
に

地
域
の
方
々
と
様
々
を
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ

の
中
の
一
つ
に
、
コ
ミ
セ
ン
主
催
で
行
う
も

ち
つ
き
大
会
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
も
ち
つ
き
初

年
度
。
も
ち
つ
き
に
関
す
る
知
識
不
足
の
私
た
ち

で
し
た
が
、
地
域
の
方
々
か
ら
杵
や
臼
を
ど
の
道

具
を
お
借
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
も
ち
の

蒸
し
方
か
ら
取
り
分
け
方
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
経

験
豊
富
な
お
話
と
と
も
に
楽
し
く
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
も
も
ち
つ
き
大
会
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
み
な
さ
ま
の
お
力
を
お

借
り
で
き
る
と
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
冨
井
小
学
校
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
家
良
保
育
所

所
長

松
本

実
業

日
頃
よ
り
多
家
良
保
育
所
の
子
ど
も
達
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

今
年
度
は
八
人
の
新
入
児
を
迎
え
、
多
家
良
・

八
多
・
飯
谷
地
区
の
二
̃
五
歳
児
の
子
ど
も
達
が

元
気
い
っ
ぱ
い
通
っ
て
い
ま
す
。

散
歩
に
出
か
け
、
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
っ
た
り
、
地

域
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
や
い
ち
ご
狩
り
の
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
豊
か
を
自
然
の
中
で
感
動
体
験
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。
夏
ま
つ
り
に
は
、
多
家
良
達
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
暁
子
に
合
わ
せ
て

親
子
で
阿
波
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
敬
老
会

は
、
『
三
月
末
に
廃
園
と
承
り
ま
し
た
八
多
保
育

所
の
分
も
』
と
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
春
に

続
い
て
二
回
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
と
っ

て
は
緊
張
す
る
場
面
で
し
た
が
、
会
場
の
「
頑
張

れ
=
」

の
声
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
元
気
を
あ
げ
よ
う
と
参
加

し
ま
し
た
が
、
逆
に
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
園

庭
で
栽
培
し
た
野
菜
が
立
派
に
実
る
と
水
や
り
を

褒
め
て
も
ら
っ
た
り
、
苗
を
い
た
だ
い
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
を
と
り
ま
く
環
境

が
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
。

愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
体
験
は
、
子
ど
も
の

自
尊
感
情
を
育
み
、
成
長
を
大
き
く
支
え
ま
す
。

子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成

長
を
願
い
な

が
ら
、
保
育

に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご

理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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群
轄
圏
備
蓄
品

自
主
防
災
連
合
会

防
災
指
揮
リ
ー
ダ
ー

相
原

利
市

防
災
り
-
ダ
ー

立
岩

実
意

当
地
区
で
は
多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
冨
井
小
学
校
、
J
A
徳
島
市
多
家
良
支
所

及
び
冨
井
小
学
校
旧
八
多
分
校
の
四
ヶ
所
が
避
難

所
に
指
定
さ
れ
、
災
害
対
策
用
と
し
て
数
多
く
の

機
材
、
食
料
等
を
備
蓄
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
発

生
時
、
す
ぐ
に
役
立
つ
物
ば
か
り
で
す
の
で
、
当

地
区
の
皆
様
に
頭
の
片
隅
に
置
い
て
い
た
だ
き
た

く
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

避難所 AED 

パン、アル テント、炊出し 大釜、簡易トイ レ、発電機、強 

フア米、飲 カライト、万能 
料水、毛布 オノ、投光器、 

他 

スコップ、ツル ハシ他 

多家良中央 コミュニティ センター 

1台 備蓄 備蓄 

冨井小学校 1台 備蓄 備蓄 

JA徳島市 多家良支所 
2台 ー - 

冨井小学校 旧八多分校 
1台 ー ー 

災
害
は
必
ず

や
っ
て
く
る
‖
‥

地
域
防
災
推
進
委
員

橘

栄
一

地
域
防
災
推
進
委
員

田
村

好
子

近
年
、
全
国
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
多
家
良
地
区
で
は
大

き
な
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
過
去

の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
こ
の
地
区
も
大
災
害
に
お

そ
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
六
〇
四
年

一
七
〇
七
年

一
八
四
三
年

一
八
四
九
年

一
八
五
四
年

一
八
六
六
年

一
九
三
四
年

一
九
四
六
年

一
九
五
〇
年

一
九
六
一
年

(
慶
長
九
年
)
慶
長
南
海
地
震

(
宝
永
四
年
)
宝
永
地
震

(
一
年
後
に
富
士
山
噴
火
)

(
天
保
十
四
年
)
卯
の
七
夕
水

(
嘉
永
二
年
)

酉
の
阿
呆
水

(
安
政
元
年
)
安
政
南
海
地
震

(
慶
応
二
年
)
寅
の
鉄
砲
水

(
昭
和
九
年
)
室
戸
台
風

(
昭
和
二
十
一
年
)

昭
和
南
海
地
震

(
昭
和
二
十
五
年
)
ジ
ェ
ー
ン
台
風

(
昭
和
三
十
六
年
)
第
二
室
戸
台
風

天
保
十
四
年
の
卯
の
七
夕
水
で
は
、
勝
浦
川
が

四
、
五
m
程
増
水
し
、
西
須
賀
の
堤
防
が
破
壊
し

数
十
日
間
湛
水
し
た
と
あ
り
ま
す
。
冨
井
組
(
八

多
、
冨
井
、
丈
六
)

の
被
害
は
居
宅
、
納
屋
な

ど
約
一
〇
〇
軒
が
流
失
、
崖
崩
れ
二
三
〇
〇
問

(
約
四
一
〇
〇
m
)
、
山
崩
れ
十
五
ヶ
所
、
米
麦

四
五
〇
〇
石
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

室
戸
台
風
以
降
の
災
害
は
ご
記
憶
の
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
当
時
よ
り
河
川
改
修
も
進
み

洪
水
は
起
こ
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
最
近
の
桁
外
れ
の
豪
雨
に
襲
わ
れ

た
ら
洪
水
だ
で
な
く
、
崖
崩
れ
、
山
津
波
な
ど
甚

大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
過
去
一
〇
〇
̃

一
五
〇
年
間
隔
で
発
生
し
て
お
り
、
前
の
地
震

か
ら
約
七
〇
年
経
過
し
た
現
時
点
で
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
以
上
の
地
震
の
発
生
確
率
は
七
十

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
報
道
で
目
に
す
る
被
災
地
、
被
災
者

の
姿
は
他
人
事
で
は
な
い
の
で
す
。

阪
神
大
震
災
以
降
、
政
府
や
自
治
体
は
防
災
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
被
害
が
甚

大
な
ほ
ど
救
援
対
応
が
遅
れ
、
私
た
ち
ひ
と
り
一

人
が
日
常
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
に
お
い
て

防
災
意
識
を
高
め
、
支
え
あ
え
る
社
会
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
防
災
推
進
費

養
成
研
修
を
終
え
て

地
域
防
災
推
進
委
員

西
川

義
則

地
域
防
災
推
進
委
員

西
川

悟
子

当
研
修
受
講
の
機
会
を
夫
婦
揃
っ
て
得
る
こ
と

が
で
き
、
今
年
七
月
に
計
五
目
研
修
講
座
を
受
講

し
ま
し
た
。
受
講
を
終
え
て
ま
ず
地
域
防
災
推
進

員
、
更
に
「
防
災
士
資
格
取
得
試
験
」
に
合
格
し
、

晴
れ
て
防
災
士
の
資
格
も
取
得
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
よ
り
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
治
体
に
何
か

ら
何
ま
で
依
存
す
る
の
で
は
な
い

「
地
域
の
防
災

力
」
を
高
め
る
た
め
、
様
々
を
地
域
活
動
に
積
極

的
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
ま
に
グ
ラ
ッ
と
来
る
と
、
神
戸
市
須
磨
区
で

経
験
し
た
阪
神
大
震
災
の
激
し
い
揺
れ
を
い
ま
だ

に
思
い
出
し
ま
す
。
〃
最
初
の
横
揺
れ
で
終
わ
っ

て
く
れ
!
〃

と
念
じ
ま
し
た
が
、
次
に
来
た
大
き

な
縦
揺
れ
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
よ
う
に
布
団
の
上

で
飛
ん
で
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
正
直
、
マ

ン
シ
ョ
ン
が
潰
れ
る
と
思
い
死
の
恐
怖
を
感
じ
ま

し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
倒
壊
し
な
か
っ
た
の
で
、

揺
れ
が
終
わ
っ
て
ま
ず
し
た
こ
と
は
、
子
供
た
ち

の
無
事
確
認
と
両
親
へ
の
無
事
の
電
話
連
絡
で
し

た
(
そ
の
後
電
話
が
通
じ
に
く
く
な
っ
た
の
で
正

解
で
し
た
)
。
停
電
が
解
消
さ
れ
て
テ
レ
ビ
に
映

し
出
さ
れ
た
映
像
を
初
め
て
観
た
と
き
に
は
大
変

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
快
適
な
都
会
生
活
を

送
る
の
に
水
道
が
止
ま
る
の
が
一
番
こ
た
え
る
こ

と
も
経
験
し
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
一
月
一
日
時

点
で
三
十
年
以
内
に
七
十
%
程
度
の
確
率
で
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
以
上

の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て
地
域
で
出
来
る
こ

と
を
早
期
に
構
築
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
(
ト

ラ
ン
プ
さ
ん
は
否
定
?
)
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
雨
や
メ
ガ
台
風
の
来
襲
へ
の
対
応
と

か
地
域
で
出
来
る
こ
と
を
普
段
か
ら
考
え
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。
治
水
事
業
が
進
ん
だ
と
は
い
え

大
洪
水
は
怖
い
で
す
ね
=
‥

い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
時
に
ま
ず
頼
れ
る
の
は

自
分
、
家
族
、
地
域
の
人
々
で
あ
る
こ
と
を
頭
に

入
れ
て
適
切
な
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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八
多
長
寿
会

会
長

立
川

正
勝

こ
の
度
は
、
ま
ず
歓
は
し
い
こ
と
か
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。

九
月
七
日
の
「
第
4
 
8
回
敬
老
県
民
の
つ
ど
い
」

に
お
い
て
、
音
井
富
美
子
さ
ん
が
県
老
連
会
長
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
人
暮
ら
し
の
会

員
を
定
期
的
に
訪
問
し
励
ま
す
「
友
愛
訪
問
活
動
」

の
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
相
互
の
情
報

や
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
今
年
度
の
主
な
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

四
月
七
日
お
花
見
で
鳴
門
へ
、
観
潮
船
に
も
乗
り

大
き
な
渦
に
感
動
(
多
家
良
宝
寿
会
と
合
同
で

四
十
余
名
)
花
見
山
の
し
だ
れ
桜
も
見
事
で
し
た
。

五
月
は
奈
良
の
大
仏
へ
遠
足
(
二
十
余
名
)
仏
殿

は
広
い
公
園
の
中
に
あ
り
、
大
仏
は
幼
少
の
頃
見

た
時
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
で
す

が
今
で
も
大
き
い
の
に
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。

六
月
か
ら
コ
ミ
セ
ン
で
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

を
始
め
ま
し
た
。
多
家
良
宝
寿
会
と
合
同
で
三
十

名
ほ
ど
、
毎
週
月
・
水
の
二
回
で
す
。
交
流
も

楽
し
く
健
康
増
進
で
参
加
者
は
全
員
百
歳
目
標
で

す
。
め
で
た
い
や
ら
、
怖
い
や
ら
!

九
月
は
敬

老
会
、
七
十
余
名
の
出
席
で
新
居
博
さ
ん
の
名
司

会
の
も
と
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
等
大
盛
況
。
予
定
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
が
皆
さ
ん
大
満
足
。
来

年
も
元
気
で
の
再
会
を
約
束
し
お
開
き
。

そ
し
て
、
秋
の
中
秋
の
観
月
会
、
す
す
き
の
花
と

沢
山
の
お
だ
ん
ご
に
囲
ま
れ
賑
や
か
を
会
話
に
時

を
忘
れ
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
設
営
し
て
頂

い
た
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
「
社
会
奉
仕
の
日
」
行
事
と
し
て
バ
ス

停
と
公
民
館
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。
見
違
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ま
に

感
謝
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
精
神
で
会

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

一
句
言
上

盆
が
き
た
掃
除
も
で
き
た
し

大
き
な
お
な
べ
に
ダ
ン
ゴ
待
つ
だ
け
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○
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多
家
良
宝
寿
会

会
長

平
岡

幸
治

最
近
家
内
が
だ
ん
だ
ん
ぼ
け
て
き
た
。
最
近
主

人
が
だ
ん
だ
ん
ト
ロ
コ
ー
に
を
っ
て
き
た
。
な
ど

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
大
変
心
配
で
す
が
、

人
は
誰
で
も
加
齢
と
共
に
心
身
の
機
能
が
衰
え
て

き
ま
す
。
ボ
ケ
ル
事
も
、
ト
ロ
ク
サ
ク
な
る
こ
と

も
、
成
長
の
あ
か
し
で
、
避
け
ら
れ
な
い
現
象
で

す
が
、
ま
だ
八
十
歳
ぐ
ら
い
で
は
そ
う
は
在
り
た

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
来
る
事
な
ら
、
百
歳
く
ら

い
ま
で
は
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
し
て
い
て
、
ボ
ケ
た
く

は
な
い
も
の
で
す
。
な
ぜ
ト
ロ
ク
サ
ク
な
る
か
?

そ
れ
は
筋
肉
が
衰
え
る
か
ら
で
す
。
な
ぜ
ボ
ケ
ル

の
か
?
そ
れ
は
家
に
籠
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

う
な
ら
な
い
為
に
、
薬
を
飲
ん
で
も
、
整
形
外
科

に
通
っ
て
も
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
通
っ
て
も
そ
れ
ほ

ど
効
果
が
な
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り

で
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
?
そ
れ
は

筋
肉
を
つ
け
る
事
で
す
。
そ
し
て
、
積
極
的
に
「
集

ま
り
」
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」

に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
一

週
間
に
一
̃
二
回
、
三
十
五
分
間
の
体
操
で
す
。

そ
の
効
果
の
ほ
ど
は
、
シ
ワ
シ
ワ
し
か
歩
け
な
く

な
り
、
青
信
号
の
う
ち
に
横
断
歩
道
が
渡
り
き
れ

な
く
な
っ
た
九
十
六
歳
の
お
婆
さ
ん
が
、
半
年
間

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
続
け
た
結
果
、
横
断

歩
道
を
小
走
り
で
余
裕
を
も
っ
て
、
渡
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
と
い
う
ビ
デ
オ
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
、

効
果
の
ほ
ど
は
納
得
で
き
ま
す
。
ま
た
体
操
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
催
日
を
覚
え
て
お
く

事
が
、
今
日
が
何
曜
日
か
と
い
う
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
に
な
り
、
更
に
、
外
出
し
て
雑
談
す
る
こ

と
は
、
認
知
症
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

今
、
多
家
良
コ
ミ
セ
ン
で
月
曜
日
と
水
曜
日
の

二
回
、
夕
方
五
時
か
ら
、
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
所
要
時
間
三
十
五
分
で
す
。

毎
回
二
十
名
ぐ
ら
い
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
徳
島

市
介
護
・
を
が
い
き
課
、
理
学
療
法
士
協
会
の
後

援
と
支
援
を
得
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
六
十
五
歳
以
上

の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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多
家
良
地
安
会
(
略
称
)

会
長

堀
井

昭
克

本
会
も
発
足
し
て
早
十
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
と
会
員
が
心
を
合
わ
せ
毎

日
の
安
全
、
安
心
を
念
じ
頑
張
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
蔭
さ
ま
で
大
き
な
事
件
事
故
も
な
く
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
ま
ず
感
謝
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

我
々
の
活
動
の
主
目
的
は
「
交
通
事
故
防
止
」

こ
れ
は
住
民
が
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
と

い
う
重
要
な
こ
と
で
す
。
更
に
は
通
学
児
童
の
安

全
確
保
に
不
可
欠
を
こ
と
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て

当
地
域
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
少
子
高
齢
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
の
運
転
や
歩

行
も
「
危
な
い
!
」
と
思
う
こ
と
が
日
常
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
振
込
詐
欺
に
会
わ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
ま
ず
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
会
わ

な
い
こ
と
が
も
っ
と
大
切
で
す
。
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
も
月
四
回
と
活
躍
し
て
児
童
の
通
学
の
安
全
と

防
犯
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
警
察
、

消
防
や
地
域
の
諸
団
体
の
方
々
と
連
絡
を
密
に
、

よ
り
一
層
活
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

し
か
し
、
心
配
な
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
会
員
も
高
齢
化
が
進
み
若
い
人
の
参
画
が
是

非
必
要
で
す
。
二
つ
目
は
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い

痴
呆
の
方
々
が
彿
個
や
行
方
不
明
に
な
る
事
案
が

起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
も
地
域
の
皆
様

が
意
識
を
持
っ
て
「
皆
の
問
題
」

と
し
て
捉
え
、

声
を
か
け
合
い
、
決
し
て
他
人
事
と
思
わ
ず
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
気
持
ち
良
く
参
加
し
、
も
っ
と

素
晴
ら
し
い
町
に
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

す
ぐ
に
出
来
る
小
さ
な
こ
と
か
ら
勇
気
を
持
っ

て
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
!

私
ど
も
も
微
力
乍
ら

皆
様
と
共
に
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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な
お
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で
よ
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多
家
良
中
央
児
童
館

館
長

福
本

輝
実

十
月
二
十
二
日
に
、
じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り
を
行

い
ま
し
た
。

悪
天
候
の
中
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方
、
地

域
の
方
々
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
で
は
、
小
学
生

か
ら
中
学
生
、
そ
し
て
保
護
者
の
パ
パ
さ
ん
マ
マ

さ
ん
達
、
地
域
の
方
達
と
幅
広
い
世
代
の
出
演
が

あ
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
楽
し
い
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方
達
、
地
域
の
方

達
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


